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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
素
晴
ら
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
旧
年
中
は
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

税
務
当
局
や
関
係
諸
団
体
の
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
に
会
務
を

執
行
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
11
月
に
大
和
税
務
署

の
納
税
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
税
務

行
政
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
と
租
税
教
育

に
貢
献
さ
れ
た
学
校
へ
表
彰
状
や
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
学
生
の｢

税
に
つ
い
て
の

作
文
」
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
大
和
税

務
署
管
内
16
校
よ
り
応
募
が
あ
っ
た

１
５
２
９
編
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
作
文

大和税務署長

南 部 琢 二

新
年
の
ご
挨
拶

　
一
般
社
団
法
人
大
和
青
色
申
告
会
会

員
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

謹
賀
新
年

新
年
の
ご
挨
拶

に
、
神
奈
川
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

や
大
和
税
務
署
長
、
税
務
協
力
団
体
長

等
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受

彰
者
の
皆
様
に
お
祝
い
と
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
当
会
に
於
き
ま
し
て
は
、
今

年
10
月
の
消
費
税
改
正
に
伴
い
導
入
さ

れ
る
軽
減
税
率
の
周
知
徹
底
を
図
る
た

め
、
各
市
で
説
明
会
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
軽
減
税
率
の

周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
内

容
を
早
め
に
把
握
し
て
い
た
だ
き
、
間

違
い
の
な
い
対
応
を
心
掛
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
間
も
な
く
確
定
申
告
が
始
ま

り
ま
す
。
当
会
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
の
電
子
申
告
を
お
勧
め
し
て

お
り
ま
す
。
事
前
に
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
い
た
だ
き
、
お
持
ち
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
結
び
と
な
り
ま
す
が
、
５
月
に
は
改

元
さ
れ
、
平
成
最
後
の
年
と
な
る
本
年

も
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
曽
根
会
長
を
は
じ
め
役

員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、
税
務
行

政
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
記
帳
確

【
２
面
へ
続
く
】
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認
指
導
会
や
税
務
研
修
会
・
租
税
教
室

等
を
開
催
し
、
納
税
道
義
の
高
揚
と
青

色
申
告
制
度
の
普
及
に
ご
尽
力
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
地
域
ま
つ
り
で
の
税
の

広
報
活
動
な
ど
へ
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
も
な
く
、
平
成
30
年
分
の
所
得

税
・
贈
与
税
・
個
人
消
費
税
の
確
定
申

告
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
、
貴
会
の
皆
様

に
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促
進
に
ご

協
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
青
色
コ
ー

ナ
ー
に
お
い
て
、
確
定
申
告
事
務
の
円

滑
な
運
営
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
確
定

申
告
に
お
け
る
ご
支
援
と
と
も
に
、
更

な
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促
進
及
び
期

限
内
納
付
に
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
は
、
消

費
税
率
の
引
上
げ
と
同
時
に
軽
減
税
率

制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
旧
年
中
は
、

四
市
に
お
い
て
軽
減
税
率
説
明
会
を
開

催
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
制
度
の
周

知
・
広
報
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年

も
引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様
の
早
期
の

準
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
新
し
い
年

が
一
般
社
団
法
人
大
和
青
色
申
告
会
に

と
り
ま
し
て
よ
り
佳
き
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
ま
た
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並

び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹

賀

新

年

【
顧
　
問
】

　
佐
々
木
達
也

　
加
藤
　
英
雄

　
倉
橋
　
則
康

　【
理
　
事
】

　
曽
根
寿
太
郎
（
会
長
）

　
堀
田
　
勝
彦
（
副
会
長
）

　
岩
佐
　
光
三
（
副
会
長
）

　
大
矢
　
勝
彦
（
副
会
長
）

　
石
井
　
　
茂
（
副
会
長
）

　
谷
川
　
元
彦
（
副
会
長
）

　
冨
塚
　
明
夫

　
岩
崎
　
清
昭

　
荻
窪
　
利
夫

　
二
見
　
宣
長

　
山
村
美
伎
男

　
柴
田
　
　
茂

　
吉
川
　
精
一

　
大
原
　

男

　
山
田
　
次
郎

　
西
海
　
正
美

　
松
尾
寿
美
子

　
藤
井
　
　
弘

　
目
代
　
允
信

　
川
島
　
好
三

　
八
木
　
隆
行

　
阿
萬
　
正
巳

　
佐
藤
　
春
子

　
下
田
　
兼
義

【
監
　
事
】

　
神
　
　
武
志

　
横
山
　
房
司

　
千
葉
　
　
斉

　【
支
部
長
】

　
長
岡
　
巨
知
（
中
央
林
間
東
）

　
宮
道
　
峯
雄
（
中
央
林
間
西
）

　
佐
藤
　
忠
子
（
下
鶴
間
）

　
古
木
　
富
美
（
下
鶴
間
北
）

　
矢
内
　
弘
子
（
南
林
間
北
）

　
松
岡
　
純
二
（
南
林
間
西
）

　
田
向
　
琳
子
（
南
林
間
）

　
竹
内
　
　
弘
（
南
林
間
南
）

　
石
井
　
　
勇
（
林
間
東
）

　
吉
野
　
弘
勝
（
西
鶴
間
）

　
大
澤
　
一
郎
（
西
鶴
間
第
１
）

　
本
間
　
一
巳
（
西
鶴
間
若
草
）

　
万
場
　
　
勇
（
鶴
間
）

　　
下
田
　
政
喜
（
草
柳
南
）

　
古
谷
田
秋
美
（
草
柳
西
）

　
山
形
　
妙
子
（
中
央
１
）

　
中
丸
　
春
江
（
深
見
東
）

　
向
笠
三
津
雄
（
大
和
東
第
１
）

　
秋
山
　
弘
子
（
大
和
東
第
２
）

　
一
部
冨
士
男
（
大
和
南
）

　
田
邊
　
政
道
（
桜
ヶ
丘
第
１
）

　
国
兼
　
泰
信
（
桜
ヶ
丘
第
２
）

　
鶴
田
　
幸
夫
（
福
田
第
１
）

　
原
口
　
征
三
（
福
田
第
２
）

　
仲
戸
川
誠
一
（
渋
谷
東
）

　
保
田
　
　
豊
（
渋
谷
南
第
１
）

　　
一
之
瀬
義
康
（
座
間
）

　
矢
澤
　
富
夫
（
入
谷
第
１
）

　
福
田
　
　
亮
（
入
谷
第
２
）

　
長
谷
山
正
範
（
立
野
台
）

　
福
島
　
勝
雄
（
栗
原
第
１
）

　
京
免
　
康
彦
（
栗
原
第
２
）

　
千
馬
　
新
次
（
栗
原
第
３
）

　
早
坂
　
長
蔵
（
相
武
台
第
１
）

　
堀
　
　
丈
夫
（
相
武
台
第
２
）

　
冨
田
　
清
一
（
相
模
が
丘
第
１
）

　
関
口
　
吉
三
（
相
模
が
丘
第
２
）

　
矢
板
　
文
平
（
小
松
原
）

　　
黒
沼
　
恒
幸
（
柏
ヶ
谷
第
１
）

　
外
堀
　
伸
一
（
柏
ヶ
谷
第
２
）

　
窪
田
　
照
雄
（
柏
ヶ
谷
第
３
）

　
樋
口
　
　
清
（
国
分
第
１
）

　
飯
田
　
　
覚
（
国
分
第
２
）

　
岩
野
　
　
亮
（
上
今
泉
）

　
池
田
　
裕
司
（
大
谷
・
勝
瀬
）

　
松
本
　
　
進
（
浜
田
・
国
分
寺
台
）

　
寺
谷
　
　
進
（
海
老
名
第
４
）

　
佐
藤
　
孝
夫
（
中
新
田
・
さ
つ
き
）

　
須
藤
　
則
男
（
杉
久
保
・
上
河
内
）

　
猪
熊
　
克
行
（
本
郷
・
中
河
内
）

　
時
任
　
勝
美
（
今
里
・
社
家
）

　
柏
木
　
敏
男
（
中
野
・
門
沢
橋
）

　　
渡
井
　
賢
次
（
上
土
棚
）

　
山
添
　
宏
征
（
中
村
）

　
高
橋
　
　
茂
（
上
深
谷
）

　
長
沼
　
邦
紘
（
綾
北
）

　
新
家
　
　
清
（
寺
尾
北
）

　
矢
部
　
貴
洋
（
早
園
）

　
西
内
　
節
夫
（
吉
岡
・
綾
西
）

　　
村
田
　
裕
司
（
大
和
農
業
）

　
飯
島
　
英
勝
（
座
間
農
業
）

　
牛
村
　
　
功
（
海
老
名
農
業
）

　
新
倉
　
正
治
（
綾
瀬
農
業
）

　
齊
木
　
　
稔
（
大
和
歯
科
医
師
）

　
上
山
　
　
顕
（
税
理
士
）

【
１
面
の
続
き
】

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿

あ
お
い
ろ
ポ
ス
ト

西鶴間第１支部
支部長

大 澤 一 郎

「
特
別
な
日
」

部 長

下 田 兼 義

青
年
部
ニ
ュ
ー
ス

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
年
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、「
元

旦
」
に
つ
い
て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
不
思
議
な
こ
と
に
、
新
年
を
迎
え
る

と
、
自
分
を
取
り
巻
く
世
界
が
い
つ
も

違
う
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
初
日
の
出
の
よ
う
に
、「
元

旦
」
の
輝
く
太
陽
は
、
人
の
心
を
動
か

す
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
元
旦
」
の
澄
み
切
っ
た
空

気
は
、
人
の
心
を
純
真
か
つ
爽
や
か
に

す
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
新
年
を
迎
え
る
と
、

人
は
自
然
と
喜
び
が
湧
き
あ
が
り
、
新

た
な
気
持
ち
で
一
年
を
ス
タ
ー
ト
し
よ

う
と
決
意
し
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
も
、一
年
の
始
ま
り
で
あ
る「
元
旦
」

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
「
特
別
な
日
」

だ
と
言
え
ま
す
。

　
人
は
必
ず
、
年
に
一
度
「
元
旦
」
と

い
う
「
特
別
な
日
」
を
迎
え
ま
す
。
そ

の
「
特
別
な
日
」
に
、
過
去
の
自
分
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
新
た
な
気
持
ち
で

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
と
う
と
し
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漠
然

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
ご
家
族
と
と
も
に
、
お
健
や
か

に
佳
き
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
異
常
気
象
で
各
地
が
甚

大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
年
こ
そ
平
穏
な
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、年
頭
よ
り
心
か
ら
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
女
性
部
は
昨
年
10
月
、
大
和

税
務
署
の
岩
崎
艶
子
副
署
長
と
の
座
談

会
を
開
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 部 長

佐 藤 春 子

女
性
部
ニ
ュ
ー
ス

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

大和税務署の岩崎署長との座談会

と
流
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
歳
月
に
節
目

を
付
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、
人
生
と
い
う
竹
に
節
目

を
つ
け
て
い
く
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
「
特
別
な
日
」
を
迎
え
、
大
和
青
色

申
告
会
と
い
う
竹
も
、
強
く
し
な
や
か

に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
今
年
は
例
年
と
違
い
、
色
々
と
賑
や

か
な
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
春
に
は
統
一
地
方
選
挙
が
あ
り
、
ほ

ど
な
く
新
天
皇
の
即
位
と
改
元
が
控
え

て
い
ま
す
。

　
税
制
面
で
は
、
10
月
１
日
に
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
と
軽
減
税
率
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

　
ま
さ
に
猪
突
猛
進
な
年
に
な
り
そ
う

で
す
が
、
青
年
部
も
そ
の
勢
い
を
お
借

り
し
て
全
力
疾
走
で
頑
張
り
た
い
も
の

で
す
。

　
亥
年
に
は
、「
無
病
息
災
」
と
い
う

意
味
も
あ
る
そ
う
で
す
。
平
穏
無
事
に

１
年
を
過
ご
せ
た
ら
い
い
で
す
ね
。
ま

た
、
亥
年
の
方
は
「
騙
さ
れ
や
す
い
正

直
者
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
お
気

を
付
け
下
さ
い
。

　
さ
て
、
青
年
部
の
事
業
は
例
年
、
総

会
に
始
ま
り
、
献
血
協
力
や
会
計
ソ
フ

ト
「
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
」
の
研
修
と

い
う
流
れ
で
進
め
て
お
り
、
そ
の
合
間

に
は
全
国
・
東
京
地
区
連
・
神
奈
川
県

連
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　
忙
し
さ
も
あ
り
、
各
事
業
の
見
直
し

が
疎
か
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
改
善
改

良
を
怠
ら
ず
に
進
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
部
員
増
強
が
最
大
の

テ
ー
マ
で
す
。

　
大
和
青
色
申
告
会
に
は
、
正
会
員
・

準
会
員
合
わ
せ
て
６
千
名
を
超
え
る

方
々
が
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
青
年
部
に
加
入
で
き
る
方
は
相
当
数

い
ら
っ
し
ゃ
る
は
ず
で
す
。
専
従
者
・

従
業
員
を
含
め
る
と
、
さ
ら
に
分
母
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

　
個
人
事
業
を
主
に
税
制
政
策
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
は
青
色
申
告
会
だ
け

で
す
。こ
れ
か
ら
の
税
制
の
た
め
に
も
、

会
運
営
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
本
年
も
青
年
部
活
動
に
ご
理
解
・
ご

協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
公
務
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岩

崎
副
署
長
に
は
消
費
税
の
軽
減
税
率
・

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
仕
組
み
等
を
説
明

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
参
加
者
の
税
に

つ
い
て
の
質
問
に
も
答
え
て
い
た
だ
い

た
り
と
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
後
も
大
和
税
務
署
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
座
談
会
を
続
け
て
い
き
た
い
と

参
加
者
全
員
が
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
18
日
に
は
、「
税
を
考

え
る
週
間
」
行
事
の
一
環
と
し
て
、「
座

間
市
民
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
に
て
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
実
施
し
、
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
盛
況
裡
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
売
上
金
７
万
２
６
６
３
円
は

座
間
市
へ
寄
付
い
た
し
ま
し
た
こ
と
、

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
確
定
申
告
期
の
３
月
に
は
、
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
和
税
務
署
の
青

色
コ
ー
ナ
ー
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
税
制
は
年
々
複
雑
に
な

り
ま
す
が
、
青
色
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
さ

れ
る
方
々
へ
の
気
配
り
気
遣
い
を
心
が

け
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
女
性
部
は
本
年
も
「
高
貴
幸
齢
者
」

と
な
れ
る
よ
う
健
康
づ
く
り
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

健
勝
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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昨
秋
11
月
15
日
に
オ
ー
ク
ラ
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ホ
テ
ル
海
老
名
に
お
い
て
大
和

税
務
署
に
よ
る
納
税
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
当
会
関
係
者
か
ら
は
次
の
方
々
が

永
年
の
功
労
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
11
月
８
日
に
は
神
奈
川
県
庁

に
お
い
て
大
矢
勝
彦
副
会
長
が
神
奈
川

県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
、
11
月
20
日
に

は
神
奈
川
県
厚
木
合
同
庁
舎
に
お
い
て

一
之
瀬
義
康
支
部
長
が
神
奈
川
県
厚
木

県
税
事
務
所
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

納

税

表

彰

平
成
30
年
度

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

◎
大
和
税
務
署
長
表
彰
状

小 林 　 広

厚木市

佐 藤 春 子

海老名市

五十嵐千代子

海老名市

向 笠 三津雄

大和市

西 内 節 夫

綾瀬市

佐 藤 忠 子

大和市

窪 田 照 雄

海老名市

◎
大
和
税
務
署
長
感
謝
状

大 矢 勝 彦

座間市

◎
神
奈
川
県
知
事
表
彰
状

　
昨
年
の
11
月
、
当
会
は
広
報
事
業
の

一
環
と
し
て
、「
や
ま
と
産
業
フ
ェ
ア
」

（
10
日
、
11
日
）、「
座
間
市
民
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」（
18
日
）、「
海
老
名
ふ
れ

あ
い
農
業
ま
つ
り
」（
25
日
）、「
あ
や

せ
産
業
ま
つ
り
」（
25
日
）
と
、
管
内

各
市
の
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
は
、
税
に
関
す
る
ク
イ
ズ

の
実
施
や
現
金
１
億
円
の
重
さ
を
体
験

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
ブ
ー
ス

を
訪
れ
た
方
々
に
税
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
内
で

青
色
申
告
会
や
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申

告
）
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
、

青
色
申
告
会
と
税
の
広
報
活
動
に
努
め

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
座
間
市
民
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
で
は
、
当
会
の
女
性
部
が
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
実
施
し
、
当
会
役
員

管内各市の行事で
青色申告会をＰＲ

や
女
性
部
員
有
志
が
持
ち
寄
っ
た
タ
オ

ル
・
衣
類
・
食
器
・
雑
貨
な
ど
を
販
売

し
、
売
上
金
を
座
間
市
へ
寄
付
い
た
し

ま
し
た
。

　
各
会
場
と
も
子
供
か
ら
年
配
者
ま
で

多
く
の
方
々
が
訪
れ
て
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
青
色
申
告
会
・
税
の
Ｐ
Ｒ
が
広

く
行
わ
れ
ま
し
た
。

バザー売上金を座間市へ寄付 あやせ産業フェア

海老名ふれあい農業まつり

一之瀬 義 康

座間市

◎
厚
木
県
税
事
務
所
長
表
彰
状

座間市民ふるさとまつり

やまと産業フェア

～「税を考える週間」～
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広報委員長

藤 井 　 弘

導
入
が
い
よ
い
よ
迫
る

軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
役
員
研
修

～
「
役
員
一
泊
勉
強
会
」
を
終
え
て

消費税
　
２
度
も
延
期
さ
れ
た
消
費
税
の
増
税

で
す
が
、
今
年
10
月
の
実
施
は
確
実
の

よ
う
で
、
い
よ
い
よ
現
実
味
を
帯
び
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
年
度
も
、

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
を
テ
ー
マ
に

役
員
一
泊
勉
強
会
を
実
施
致
し
ま
し

た
。

　
各
集
合
場
所
で
参
加
者
を
乗
せ
た
バ

ス
は
、
東
名
か
ら
首
都
高
へ
と
茨
城
方

面
を
目
指
し
、
途
中
の
港
北
Ｐ
Ａ
で
２

台
が
合
流
し
、結
団
式
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
バ
ス
の
車
中
で
勉
強
会
を
行

い
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
た
後
、
小
林
事

務
局
長
か
ら
資
料
の
解
説
を
受
け
ま
し

た
。

　
昨
年
同
様
、渋
滞
に
は
ま
り
ま
し
て
、

約
１
時
間
遅
れ
で
最
初
の
見
学
場
所
の

筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
に
到
着
し
ま

し
た
。

　
昼
食
後
は
偕
楽
園
へ
。
バ
ス
毎
に
集

合
写
真
を
撮
影
し
た
後
、
水
戸
藩
主
の

徳
川
斉
昭
自
ら
が
設
計
し
た
と
云
わ
れ

る
好
文
亭
を
見
学
し
た
り
、
園
内
を
散

策
し
た
り
と
深
ま
り
ゆ
く
秋
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

１号車の皆さん
（茨城県・偕楽園）

２号車のみなさん
（茨城県・袋田の滝）

　
バ
ス
は
茨
城
県
を
北
上
し
、
今
宵
の

宿
、
袋
田
温
泉
・
思
い
出
浪
漫
館
へ
。

ま
ず
は
温
泉
で
疲
れ
を
癒
や
し
て
い
た

だ
き
、
午
後
６
時
半
か
ら
始
め
た
懇
親

会
は
、
カ
ラ
オ
ケ
の
競
演
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
２
日
目
、
ま
ず
は
宿
の
近
く
の
袋
田

の
滝
へ
。
紅
葉
と
滝
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
背
景
に
２
回
目
の
集
合
写
真
を
撮
影

し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
見
頃
の
紅
葉
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
バ
ス
は
茨
城
県
を
南
下
し
、

国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
へ
向
か
い
ま
し

た
。
期
待
し
て
い
た
コ
キ
ア
や
コ
ス
モ

ス
は
、
残
念
な
が
ら
、
刈
り
取
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
広
大
な
眺
め
を
丘
の
上

か
ら
満
喫
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
。

　
次
は
、
那
珂
湊
へ
向
か
い
、
春
日
ホ

テ
ル
で
昼
食
後
、
お
さ
か
な
市
場
へ
。

皆
様
、
市
場
に
あ
る
も
の
を
買
い
占
め

ん
ば
か
り
の
勢
い
で
、
お
土
産
の
買
い

物
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
帰
路
の
途
中
で
解
団
式
を
行
い
、
今

年
度
の
勉
強
会
も
無
事
に
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
曽
根
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
責
任
者
の
皆
様
、
小

林
事
務
局
長
、
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
、
ガ

イ
ド
さ
ん
、
添
乗
員
さ
ん
の
お
か
げ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

御
礼
申
し
上
げ
、
結
び
の
こ
と
ば
と
致

し
ま
す
。

筑波海軍航空隊記念館

支部数 会員数 支部数 会員数 会員数

大 和 北 １３ ９６９ 農 業 ４ １，１８３ 準 会 員 Ａ １２８

大 和 南 １６ １，０４０ 歯 科 医 師 ２ ２５ 準 会 員 Ｂ １４４

座 間 １４ ９９４ 税 理 士 １ ８１

海 老 名 １４ ８２５ 事 務 局 １２３

綾 瀬 ９ ５８４ 正 会 員 計 ５，８２４ 準 会 員 計 ２７２

支部と会員数　　　（平成３０年１１月２０日 現在）

  1月  4日 仕事始め

  1月  4日 ～ 10日 年末調整（源泉所得税）相談・指導会

  1月  4日 10：00～ 海老名地区　年末調整（源泉所得税）相談・指導会

  1月  4日 10：00～ 座間地区　年末調整（源泉所得税）相談・指導会

  1月  7日   8：45～ 予約受付開始［決算相談指導会（ブルーリターンＡ）］

  1月  8日 10：00～ 海老名地区　年末調整（源泉所得税）相談・指導会

  1月  8日 10：00～ 大和北地区　年末調整（源泉所得税）相談・指導会

  1月  8日 10：00～ 綾瀬地区　年末調整（源泉所得税）相談・指導会

  1月  9日 10：00～ 綾瀬地区　年末調整（源泉所得税）相談・指導会

  1月  9日 13：00～ 弁護士無料法律相談

  1月10日   9：00～ 個別面接による決算相談・指導会

  1月10日 10：00～ 大和北地区　年末調整（源泉所得税）相談・指導会

今後の行事予定
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税目 申告及び納税の期限 振替日

所得税及び復興特別所得税 平成３１年３月１５日（金）まで 平成３１年４月２２日（月）

（個人事業者の方の）

消費税及び地方消費税 平成３１年４月１日（月）まで 平成３１年４月２４日（水）

贈与税 平成３１年３月１５日（金）まで 振替納税のご利用はできません

平成30年分の申告・納税の期限及び振替納税の振替日は、次のとおりです。

国税庁ホームページのご案内

会員様のご家族及び従業員の皆様へ

大和税務署からのお知らせ

※振替納税のご利用（新規・変更・他署からの転入）は手続きが必要です。

　国税庁ホームページ「確定申告書作成コーナー」で作成した所得税申告書などは、ご自宅のパソコンからマイナンバーカー

ド及びＩＣカードリーダライタを利用し、画面の案内に従って事前準備を行い、金額などを入力するだけで申告書が作成でき、

ｅ－Ｔａｘにより送信することや紙出力して郵送で提出することができます。

通常期利用可能時間 確定申告期間中利用可能時間

ｅ－Ｔａｘ
①月曜日～金曜日
（祝日等及び１２月２９日～１月３日を除く）

②５月、８月、１１月の
最終土曜日及び翌日の日曜日

８時３０分

～

２４時

全日
（土日祝日等を含む）

２４時間
（メンテナンス時間を除く）

ｅ－Ｔａｘ・作成コーナー

ヘルプデスク
月曜日～金曜日
（祝日等及び１２月２９日～１月３日を除く）

９時

～

１７時
月曜日～金曜日

９時

～

２０時

※確定申告書等作成コーナーの事前準備、送信方法、エラー解消などの使い方に関するご質問はｅ－Ｔａｘ・作成コーナーヘ

ルプデスクへお問合せください。ＴＥＬ．０５７０－０１－５９０１（全国一律市内通話料金）

　平成３１年１月以降、「確定申告書等作成コーナー」で作成した申告書をｅ－Ｔａｘで送信（提出）するためには、上記マイ

ナンバーカードとＩＣカードリーダライタを使用するマイナンバーカード方式のほか、ＩＤ（利用者識別番号）とパスワード

（暗証番号）があれば利用できるＩＤ・パスワード方式があります。

※お近くの税務署で職員と対面による本人確認の後、ＩＤとパスワードを即日発行します。

（運転免許証などの本人確認書類をご持参ください。）

税務署へ提出する申告書や申請書等には、マイナンバーの記載が必要です！
　申告書などを税務署へ提出する際は、“毎回”マイナンバーの記載と本人確認書類の提示又は写しの添付が必要です。

【本人確認書類】

１．マイナンバーカードをお持ちの方　

マイナンバーカードのみで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。

２．マイナンバーカードをお持ちでない方　

通知カードなど（番号確認書類）＋運転免許証や公的医療保険の被保険者証など（身元確認書類）

※郵送で申告書などを提出する場合は、上記書類の写しを添付してください。

※ご自宅からｅ－Ｔａｘで送信する場合は、本人確認書類の提示又は写しの提出は不要です。

「確定申告書等作成コーナー」で作成した申告書

ＩＤ（利用者識別番号）とパスワード

（暗証番号）があれば利用できるＩＤ・パスワード方式

マイナンバーカードをお持ちの方

マイナンバーカードをお持ちでない方

ＦＭやまと から 確定申告のお知らせ

放送期間　２月初旬～３月末
放送時間　12時頃
放送地域　大和市 海老名市 
　　　　　座間市 綾瀬市 他

ＦＭや まと はイン ター ネットで 聴 け ま す！ 
神奈川県大和市大和南1-8-1 YAMATO文化森203
TEL 046-264-5061 ／ FAX 046-264-5127
大和ラジオ放送株式会社（愛称：ＦＭやまと）
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　配偶者控除が見直しされたとのことですが、どのよ
うに変わったのでしょうか？

　今まで一律38万円（老人控除対象配偶者
は48万円）だった控除額が、平成30年分か
ら、申告される方の合計所得金額に応じてそ
れぞれ以下のとおりとされるとともに、合計所得金額が1,000万円を超える方に
ついては、適用できないこととされました。

※　配偶者特別控除についても見直しが行われています。
（詳しくは、青色だより第129号又は国税庁ホームページをご覧ください。）

　本年５月に父親が死亡し、賃貸用アパートを相続しました。父親は青色申告
をしていましたが、私もそのまま青色で申告することはできますか？
　また、同様に旧定額法で減価償却費を計算していましたが、引き継いで同じ
方法で計算することになりますか？（私は今まで、給与収入しかありません。）

①　青色申告するためには、青色申告承認申請書を提出する必要があります。
　青色申告者である被相続人の業務を相続人が承継して青色申告をする場合には、以下の期
限までに青色申告承認申請書を提出する必要があります。

②　定額法で計算することになります。
　相続により減価償却資産を取得した場合、取得価額、帳簿価額、耐用年数は引き継ぎます
が、償却方法は引き継ぎません。従って、本年５月の取得ですので、定額法で減価償却費を
計算することになります。

申告される方の合計所得金額
控　　　除　　　額

控除対象配偶者 老人控除対象配偶者

900万円以下 38万円 48万円

900万円超950万円以下 26万円 32万円

950万円超1,000万円以下 13万円 16万円

死亡日 提出期限

１月１日～８月３１日 死亡の日から４ヶ月以内

９月１日～１０月３１日 １２月３１日

１１月１日～１２月３１日 翌年の２月１５日

申告書
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　会員の皆様におかれましては、日頃より税務行政につきま

して、ご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。

◆ 給与支払報告書の早期提出について
　給与支払報告書を提出していただく時期が参りました。平成31年１月31日（木）が提出期限となります。

個人住民税課税事務の円滑処理のため早期提出にご協力をお願いいたします。

◆ 個人番号（マイナンバー）、法人番号の給与支払報告書への記載について
　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の施行に伴い、給与支払報告書には個人番号および法人番

号の記載が必要となっています。給与支払者、給与受給者、（源泉・特別）控除対象配偶者および扶養

親族それぞれに記載が必要となりますので、お忘れのないようご注意ください。

◆ 個人住民税の特別徴収について
　県内の全市町村と神奈川県は、法令の適正運用及び納税者の利便性向上のため、個人住民税の特別徴

収完全実施を目指し、神奈川県統一基準を基本とする要件に該当する全ての事業者を特別徴収義務者と

して随時、指定させていただいています。引き続き、特別徴収推進にご協力をお願いいたします。

　詳細につきましては、各市役所にご確認ください。

市からのお知らせ

大和市役所　市民税課、座間市役所　市民税課、海老名市役所　市民税課、綾瀬市役所　課税課

◆建設業の「一人親方労災保険」へのお手続をお
手伝いできるようになりました。
　一人親方の方が労災保険に加入する場
合には、政府の認可を受けた団体を通じ
て申し込む必要がありますが、この団体
の1つである「一人親方労災保険組合」
へのお手続を当会がお手伝いします。

　さらに、当会から「一人親方労
災保険組合」へ加入手続してい
ただくと、入会金3,000円が無
料になります。

特別加入の対象者
　下記のいずれかに該当する建設業を営む一人親方 及び 
その家族従事者が対象者となります。建設業であれば特に
職種の限定はありません。
会社に雇用されずに、個人で仕事を請け負っている。
特定の会社に所属しているが、その会社と雇用関係にな

く請負で仕事を行っている。
グループで仕事をしているが、お互いに雇用関係はない。
見習いをしているが、見習い先とは雇用関係にない。

お問い合わせは

一般社団法人 一人親方労災保険組合
東京都中央区日本橋小網町16-1 タナベビル5F
TEL：03-6661-2788
フリーダイヤル：0120-6379-1

　事務局からのお知らせ　
◆確定申告期間中、下記の日付に限り休日も業務

を行います。

●平成31年12月24日（日）
業務時間　18：45 ～ 17：30

●平成31年13月13日（日）
業務時間　18：45 ～ 17：30

●平成31年13月19日（土）
業務時間　18：45 ～ 12：00

◆給与支払報告書および確定申告書等にはマイナ

ンバーの記載が必要となっております。

　当会ではマイナンバーの記載された書類をお

預かりする際、「特定個人情報の取扱いに関す

る同意書」を提出していただくことになります

（過去に提出されている場合を除く）ので、ご

理解ご協力のほどお願いいたします。




